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熊本に豊かな資源と土地柄を感じます。
北御門　熊本は県が進めてきた半導体を含めた様々な
第二次産業と共に、昔から第一次産業も盛んです。その
理由には、熊本の一番の財産と言われる阿蘇大地の地
下水資源が豊富にあることが大きいように感じています。

創業から50年の歩みをお聞かせください。
北御門　現在の会長で、私の父親である北御門明が昭
和48（1973）年８月に熊本で創業しました。私は2010年に
現会長の跡を継ぎ、代表取締役に就任して約15年になり
ます。
　もともと父は、福岡県久留米市にある学校向けの理科
教材を提供する会社に勤めていましたが、新たに営業先
として開拓したメーカーの方の後押しもあり独立。熊本で
一念発起して創業しました。熊本を選んだのは、勤めてい
た会社があった久留米や福岡の市場に迷惑をかけない
ようにという心遣いがあったようです。
　そうして知り合いも誰もいない熊本で母が事務を担い、
他に従業員は１人という形での起業でした。当然住まいも
引っ越し、その自宅の一室が事務所代わりでした。父はと
にかく１日中働き、母は事務作業、電話、来客応対などの
合間に家事をしていましたが、私と妹のことにまで手が回
らないというのが当時の様子でした。放任されていたの
で、私も色 と々悪さをしでかしたものですが、昔のことです
ので、そういった時は鉄拳も受けていました。
　創業から間もない頃は、今も取引させていただいてい
るエスペック株式会社、日本分光株式会社をはじめとして
多くのメーカー様に支援していただいたと、会長から聞い
ています。
　今も変わらず長いお付き合いをいただいてきた事から、
両メーカー様からは大きな看板を事務所外壁に掲げさせ
ていただき、大変うれしく思っています。
　設立初期の頃は、行政など公的機関の方 と々の案件
が今よりは多かったようです。その後、ひとつのターニング
ポイントとしては、最初に申しましたKMバイオロジクス（前
身：化学及血清療法研究所）とのお取引がスタートしたこ
とが、売上を伸ばす契機になりました。
　その後、８０年代に打ち出された「テクノポリス構想」に
基づき、半導体など次世代産業が盛んな県にしていこう
という行政の意向があり、誘致に力を入れ、実際にソニー

など大手企業などが進出してきました。TSMC工場の進
出もこれによります。これに伴い民間企業のお客様とのお
付き合いが増えて行きました。
　一方で熊本県はもともと農業県で、農業試験場関係の
仕事も多数ありました。国管轄の九州沖縄農業研究セン
ター、森林総合研究所、県の農業研究センターなどです。
そういった農業関連の所では、気象関係の仕事も結構さ
せていただきました。

北御門社長が、これまでに喜びを感じた出来事などがあ
ればお聞かせください。
北御門　私は昭和63（1988）年に入社し、お客様に育て
ていただいたという感じですが、営業時代の現場仕事が
１番楽しかったです。自治体に気象観測装置を設置する
時は、小学校の屋上にポールを立て、日射計を取り付け
たり、山の上に登ったりと、今考えると怖いような作業もしま
した。気象用のロボットを４～５台設置した時は、まだイン
ターネットが普及し始めた頃で、基地局に電話番号を取
得し、電話機とモデムを置いて苦労しながら通信環境を
構築した事が、非常に面白かったです。そしてお客様に
喜んでいただき、営業としてすごく嬉しく感じました。
　さらに別のお客様で、メッキ工場で排水処理設備を急
遽作らなければならないとご相談を受けたことがありまし
た。その時頼みにしていたメーカーの都合がつかず、弊
社がまとめ役になり、工事も含め様 な々部品メーカーに手
配をし、現場に１週間ほど泊まり込みで仕上げました。苦
労は多かったですが、今思えば非常に楽しくもあり、後に
お客様の会社から感謝状をいただいた時には、大変感
動しました。

逆に、苦しさや困難を感じた出来事はありましたか。
北御門　困難だったことはやはり熊本地震です。2016年
4月14日21時26分にマグニチュード6.5の強い地震が発
生した時、私は出張で東京にいました。すぐに帰らねばと、
翌日の午後に予約していた飛行機を少しでも早めようとし
たのですが席が全て埋まり変更できませんでした。気持
ちばかり焦りましたが、また、熊本に食料がないと聞いた
ので、できるだけたくさんのお弁当を買って帰りました。
　翌日の夕方に到着し帰宅すると、家の中は食器が散乱
し、タンスが倒れている悲惨な状況でした。翌日から片づ

御社の事業内容についてお聞かせください。
北御門　弊社は熊本で52年以上の実績を持つ理化学
商社です。お客様は、大学など教育機関、一般企業の他、
公的機関の研究施設などに設備・機器・消耗品など必要
な一連の製品を提供し、お客様の研究開発・品質管理・
生産設備環境をトータルでサポートしております。もちろん
販売後の保守メンテナンスも行い、迅速にサポートできる
体制を整えております。
　お客様の地域範囲が非常に広いのが弊社の特徴で
す。近年、熊本は世界最大の半導体企業である台湾の
TSMC（JASM）が熊本北部に進出してから非常に注目
されています。TSMCの他は、以前から生産拠点がある
ソニー、東京エレクトロンなどの半導体関連企業、更には
ホンダなどのバイクメーカー、食品関係では阿蘇の伏流
水を使って飲料を製造するサントリーなどがあります。
　その他にも、多くのお取引をいただいているのが、製薬
メーカーのKMバイオロジクスで、インフルエンザワクチン
や新型コロナウイルスワクチン製造の大手企業です。
　企業以外では、熊本大学などの大学や教育関係、高
校や中学校、また行政の研究機関にも長年サービスを提
供させていただいおります。

こうして伺うと、熊本は半導体産業だけでなく色々な分野
の製造拠点が多いのですね。
北御門　おっしゃる通り、熊本は北から南までかなり広く、
先程あげた他にも化学メーカー、精密機器メーカーなど
様 な々大手企業が進出しています。
　弊社の従業員は12名ですが、営業担当が北から南は
鹿児島に近い水俣や人吉まで飛び回っています。
　さらに有明海を橋で渡ると、海の宝・天草諸島には水
産関連の研究機関もあります。天草産の魚介類は評判
が高く、味にこだわる首都圏や大阪などの高級料理店に
出荷されているようです。
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巻く仕事環境が大きく変化してきていると思います。DX化
もしかり、色々なことがダイナミックに変わりつつあり、人間
も組織も時代に合わせて大きく変化をしていく必要を感じ
ています。それには自分自身も社員も常に新しい時代に
合わせて学んでいかなければいけません。学んだスキル
を新たに活かすことによって組織体として強くなっていく
必要があるように思います。
　外国のお客様との商談では語学の必要性もあり様々
なツールを使い営業を行っていますが、細やかな直接的
なやり取りには大変苦労しています。

ここからは北御門社長の個人的なことをお聞きします。
座右の銘や好きな書籍など、お聞かせください。
北御門　若い頃から読書は大好きで山岡荘八、司馬
遼太郎、北方謙三など、色々読んできました。その中で、
2014年のNHK大河ドラマ『軍師官兵衛』の原作者であ
る童門冬二先生と一緒にセミナーや食事をする機会があ
りました。セミナーのテーマが「リーダーシップ」で、童門先
生は「個の力を引き出すリーダーシップ」の大切さを強調
されていたように伺えました。それは、松下村塾を開いた
吉田松陰の教育でもあったそうです。
　その中で言われた「虚心坦懐」という言葉が、非常に
心に残っています。先入観を持たず相手と真摯に向き合
う、という意味です。言われてみると、この「虚心坦懐」が
座右の銘かもしれません。

日頃の余暇の過ごし方をお聞かせください。
北御門　コンサートや演劇、ミュージカルなど、ジャンルを
問わずに観にいくようにしています。実はこれにはきっかけ
があるのです。
　熊本地震の前年に、若い頃によく聞いていたアーティス
トの角松敏生さんが横浜アリーナで35周年コンサートを
行うというのを見て申し込みをしていました。しかし、大地
震ですっかり忘れていたところ、驚いた事に、地震が起き
た年の7月頃に角松さんの事務所からお見舞いの連絡を
いただいたんです。そこで予約していたことを思い出して、
まだ復旧のさ中で大変でしたが、家族４人で横浜に行き
ました。そして、角松さんの事務所のご配慮だと思うので
すが横浜アリーナの最前列の席が確保されていてびっく
りしました。後から、阪神・淡路大震災の頃にも被災者に

寄り添った活動をされていて、被災した方にすごく心を砕
いてくださる方であることを知りました。そのコンサートはと
ても長く６時間程ありましたが、観終わった後、震災で落
ち込んでいた気持ちがスッと晴れて、元に戻れたというか、
家族共々、非常に気持ちが上がりました。それがひとつの
きっかけで、音楽、演劇、舞台など、少しでも興味があった
ら行ってみようと趣味になりました。
　その他では、４年ほど前に大型バイクの免許を取りまし
た。これもきっかけがあり弊社の隣にバイクのショールーム
がオープン。開店の挨拶に来られた店長から購入を勧め
られ注文、それから教習所に通いました。
　今ではバイク好きな社員や息子、友人と阿蘇や天草な
どツーリングすることもあります。熊本には山へ海へととても
いい場所があります。北海道に出張に行った時はついで
に現地でレンタルバイクを借りて北海道を周りました。九州
とは違い長い一本道を走り抜ける爽快感は格別でした。

最後に、協会へのご意見やご感想をお聞かせください。
北御門　九州科学機器協会には約90社の会員企業が
あり、その中の８社が九州科学機器協会熊本支部として
活動をしております。支部長時代に「熊本で学習教室を
開催したい」という目標を実現できたことは、自身としては
嬉しいことでした。学習教室は今も担当しており、会員企
業の従業員の方々の教育に寄与する企画をこれからも
提供していきたいと思っています。

けることにし、早めに寝付いた深夜、２回目の強い揺れが
起きたのです。16日の午前１時25分マグニチュード7.3の
本震でした。
　私の自宅はマンションの７階ですが、頭が揺さぶられる
ようで、とにかく立っていられない恐ろしい揺れでした。「と
にかく逃げよう」と家族と逃げ出しましたが、玄関ドアも歪
んで足で蹴らないと出ていけませんでした。歩いて行ける
距離に実家の一軒家があったので幸い避難はできました
が、一晩中震度５ぐらいの余震が断続的に起き、夜通し
庭で過ごしました。
　会社の様子を確認できたのはその翌朝で、幸い社屋
は軽微な被害ですみました。社員に怪我をした人間はい
ませんでしたが、家が全壊した人がおり、もちろん仕事より
復旧を優先してもらうようにしました。
　そして同様に、お客様も被害を受けておられました。私
としては、非常に悩ましかったのですが、お客様の安否確
認と復旧を手伝うべき立場でしたので、家族には我慢をし
てもらい、私は仕事を優先するような状況でした。ほとんど
着のみ着のままで、この緊急事態への対応に当たったの
ですが、今も思い出すだけで本当に大変だったとしか言
えません。
　地震でライフライン（水道・ガス）が寸断され、本当に食
料がなく、コンビニも品薄状態、コンビニのトラックを見かけ
たら、後に付いて行き荷下ろしを待ち食料を確保するよう
な状態でした。お客様やメーカーの方 ま々でが、不足して
いた食料、水、ヘルメットやカセットコンロまで用意してきて
くださいました。
　そういった中でも、忘れられない感激がありました。福岡
拠点の会社でしたが、実は福岡でも物がなく、後日聞くと
山口県まで行き必要なものを調達して、それをわざわざ熊
本県まで持ってきてくださっていたそうです。
　また、その後の復興時には関西のメーカー担当者が熊
本に営業訪問に来られた際、ボランティア活動に従事して
くれていたことを後日知りました。当時の九州科学機器協
会理事長の故 櫻木壽明様が集会時に募金箱を設置さ
れ、協会会員の皆様から義援金をいただきました。社内
ではライフラインにあまり不便がなかった社員が、会社の
皆のためにと昼食を差し入れてくれたことは、一生忘れら
れないありがたい出来事です。

非常に胸を打ちます。社長が日頃より信頼されてきたこと
の証と拝察いたします。
北御門　実は私がひとつ思ったことが、言葉がふさわし
いかは分かりませんが、出張しっぱなしで２回の揺れを両
方とも経験しなかったら、またあの時の熊本県民の大惨
事を共にしていなかったら、今、何か申し訳なさがあったか
もしれません。
　飛行機を早めたくても席がなかったことを話しましたが、
搭乗して分かったのですが、報道機関の人達が大量に
陣取っていて驚きました。そして、被災している人が休ん
でいる避難所で夜間に煌 と々ライトを照らして取材をした
り、報道陣が予約した宿を無断キャンセルにするなどを見
聞きし、考えさせられることも多かったです。
　自宅、実家ともに半壊となりましたが、得難い経験だった
と思います。その後もあちこちで災害が起こっていますが、
被災者の方々の気持ちは非常によく分かります。

御社の経営方針や経営理念をお聞かせください。
北御門　2002年頃に品質マネジメントシステムのISO-
9000シリーズ、環境マネジメントシステムISO-14000シリー
ズの取得をしました。その理由は「環境保全を重視してい
る企業として活動していきたい」という方針からです。自
然に恵まれた熊本の企業として、弊社は環境保全を重視
している企業活動、これを１番大切な経営の方針にして
おります。
　そして社員に向けては「感謝」と「謙虚」という言葉をよ
く伝えています。お取引先様に感謝と敬意を持ってお付
き合いをすること、そして謙虚に、自分に足りていないこと
を見つめる気持ちが、学びと成長に繋がると思います。

現在の課題や目標がござい
ましたらお聞かせください。
北御門　海外からの進出
企業は主に台湾からで、多く
の会社さんが進出して来て
います。「取引開拓をしよう」
と、いくつか商談は進めさせ
ていただいていますが、これ
までの経験値とは異なるス
キルを求められ、弊社を取り 若手ホープの営業スタッフ
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